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北谷町自主文化事業2023 組 踊 鑑 賞 ′ム` 演

北谷町自主文化事業実行委員会

女流組踊石汗究会めばな

嘉手納町連合青年会

北谷町観光協会 1と谷町文化協会

ちゃたん
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発売開始 令和 6年 ユ月 25日 (木 )

森拿鰐撃Я5品歯駅努:ど昭
●未就学児無料 0当日500円増 ●全席自由

沖縄タイhス社 琉球新報社

問 合 せ ちやたん
=ラ

イセンター

生涯学習プラザ

098‐936‐ 3492(平日9～17時 受付)

北谷町PTA連合会 FM=ライ

13:30開場

1叫:00開演

主  催

協  力

後  援

受け付けます
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公 演

指 導 子ども組踊教室 玉城知世 嘉数愛美 (女流組踊研究会めばな)

総 括 嘉手苅林― (国指定重要無形文化財組踊保持者)

0 2 3

仏踊 去 駒 被  作 工燃駅遺

子どもを誘拐して村や里に売る人盗人がいました。
ある日、子ども(亀松)がひとり遊んでいると、人形を見せかけ歌を歌い

子どもを引き寄せ、脅しさらつてしまいました。
途中、日暮れがせまり寺に一晩泊めてほししヽと頼み、人盗人は寝入つてしましま丸
そのすきに亀松は助けを求めました。
寺の座主と小僧たちは偽りの御触書を作り、それを読み上げると
嘘がつけなくなつた人盗人は逃げだし、首尾よく捕まえられ、亀松は無事に助けられました。
ある日、気がふれた女が、からかわれている所へ座主と小僧たちは立ち寄りま現
その女は訳あつて、子どもを探していると言う。座主は亀松と女を対面させましたが…

あとは見てのお楽しみ !

北谷町子ども組踊教室

人盗人

亀松
母

仲宗根琉音
喜友名うめ花

菖山優衣
山城杏莉
喜友名いち乃

女流組踊研究会めばな

座 主  金城佳子
小僧―  喜納彩華
童子―  廣山ひさきl賛助出演)

童子二  大城華七償助出演)二
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亀 官 移沖ミ  作

"燃
重 久 舟  演出・芋旨導 山城亜矢乃 l女流組踊研究会めばな)

海の生き牛勿を助けた主人公 (釜戸と根茶)の二人は竜宮城へ招かれま現
竜宮城では、サンゴや魚たちが歌や舞で宴を華やかに彩り、もてなしま丸
別世界のひとときを過0した二人tよ、人間界 (陸)へ戻る際、
竜宮の王様から海の過酷な状況を聞きました。
その言葉を胸に竜宮城を後にする二人には、褒美が渡されました。
褒美をもらつた嬉しさは東の間、北谷間切では、大変なことが起きていました。
水晶に眠る神、白龍が現れ災いを起こしてしヽたので現
二人tよ暴れる白龍のもとへ向かいます…。
さて、どうなることでしよう

女流組踊研究会めばな

釜戸   西村綾織     海徳備宮王)   大城淳紀
根茶   度山えりた)｀     妙幸備宮夕己)   高里風花
役人   宮崎花澄     海邦備宮王子)  新城唯子
崎原大主  典那嶺奈津子   尊光備宮の御使) 仲嶺夕理彩
供    玉城知世     幸寿備宮案内人) 嘉数愛美

竜 宮城 の舞 北谷町内児童生徒

珊期隊 営山優衣 仲宗根琉音 山城杏莉 喜友名うめ花
海老隊 名挙明穂 井岡司緒 井岡史緒 嘉陽田麻衣 久志果凛々
小魚隊 容口心琉 喜友名いち乃 新田桜子大城梨亜l賛助出演)金城美弥子(賛助出演)

子亀隊 大村優奈 上ヒ屋定叶望 谷内樹真 稲嶺希咲 松島伶緒奈 新木玲蘭

舞 踊 指 導 玉 城 知 世 嘉 数 愛 美 l女流組踊研究会めばな)新城 恵 子 仰,清本流柳恵之会〉嘉 数 千 李 l安座間本流大北満之会)

白 龍 嘉手納町連合青年会

仲 村 逸 夫 棚 原 健 太 硫 球古典音楽野村流保存会)波平 宇 宙 硫 球古典音楽野村流音楽協会)

町 田 倫 士 鯨 球挙曲興陽会)

入 嵩 西 誦漁 琉球古典音楽安冨祖流絃警会)

日」田 博 美 鯨 球古典音楽野村流保存会)

宮 里 禾回希  (光史流太鼓保存会)
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舞台技術 株式会社 沖縄ハートス

字幕   ムーン企画


